
仙台市立南吉成中学校文化体育振興会会則 

 

第１章 総則 
（ 目 的 ） 

第１条 本会は，会員相互の協力により，南吉成中学校生徒の文化体育の振興発展を 

後援するとともに，会員相互の親睦をはかることを目的とする。 

（ 名称および事務局 ） 

第２条 本会は，仙台市立南吉成中学校文化体育振興会と称し，事務局を同校内にお 

く。 

（ 方 針 ） 

第３条 本会は，会員が協力して自主的・民主的に正しくこれを運営するようにつと 

める。 

（ 活 動 ） 

第４条 本会は，第１条の目的を達成するため，次の活動を行う。 

一 本校生徒の部活動の奨励，援助 

二 文化・体育の向上に必要な用具，設備の援助 

三 対外行事，大会参加（県大会，東北大会，全国）への援助 

四 その他，本会の目的達成のための事項 

 

 

第２章 会員の権利と義務 
（ 会 員 ） 

第５条 本会の会員は，南吉成中学校生徒の父母またはこれに代わる者および同窓生

を 

もって正会員とする。 

２ また，本会の趣旨に賛同するものを賛助会員とする。 

（ 会員の権利義務 ） 

第６条 会員は，すべて平等の権利と義務を有し，役員の選挙権および被選挙権（賛助 

会員はこの限りではない）ならびに所定の会合に出席して発言する権利と，本会の会 

費を納入する義務を有する。 

（ 会 費 ） 

第７条 会費は，正会員費について年額３，６００円とする。 

２ 永久会費として，３年生について卒業時に５００円を納入する。 

３ 正会員費年額３，６００円のうち，一部は遠征基金として積み立てる。 

４ 必要がある場合，総会の決議を経て臨時会費を徴収することができる。但し，緊 

急の場合は，役員会の決議を経て徴収できる。 

 

 

第３章 役員 
（ 役 員 ） 

第８条 本会に，次の役員をおく。 

一 会長  １名 

 



 

二 副会長  ２名 

三 事務長  １名（教頭） 

四 事務次長 １名（教職員） 

五 書記   １名 

六 会計   ２名（うち１名は教職員をあてる） 

七 監事   ２名 

（ 委 員 ） 

第９条 本会に委員をおくことができ，父母教師会運営委員が文化体育振興会委員を

兼 

任する。 

（ 顧問・参与 ） 

第１０条 本会に顧問および参与をおくことができる。 

（ 任 務 ） 

第１１条 会長は，本会を代表し会務を統括する。 

２ 副会長は，会長を補佐し，会長事故あるときは，その職務を代行する。 

３ 事務長は，会の統括的事務を掌り，内部の機関の連絡調整にあたる。 

４ 事務次長は，事務長を補佐し，事務長事故あるときは，その職務を代行する。 

５ 幹事は，事務長を補佐し，会の運営にあたる。 

６ 会計は，本会の経理を掌る。 

７ 監事は，本会の会計について定期ならびに必要に応じて監査を行い，その結果を 

総会に報告する。 

８ 委員は，本会の重要事項について審議する。 

９ 顧問は，本会の諮問の応じ，会議に出席して意見をのべることができる。 

１０ 参与は，本会の活動に参与し，会議に出席して意見をのべることができる。 

（ 役員および顧問・参与の選出 ） 

第１２条 会長は，父母教師会役員会において選出し，副会長以下の役員は父母教師会

役員が兼任する。 

２ 顧問は会長が役員会に諮り，総会の承認を経てこれを委嘱する。 

３ 学校長を参与に委嘱する。 

（ 任 期 ） 

第１３条 役員ならびに委員・顧問・参与の任期は１年とする。但し，再任は妨げない。 

２ 後任者の任期は，前任者の任期の残留期間とする。 

３ 役員ならびに委員・顧問・参与の任期が満了しても後任者が決まるまでには，その 

職務を行うものとする。 

 

 

第４章 会務 
（ 区 分 ） 

第１４条 本会に次の機関をおく。 

一 総会 

二 運営委員会 

三 役員会 

四 会計監査委員会 
 



 

 

 

（ 会議事項の通知 ） 

第１５条 会議に提出する事項は，前もってこれを通知しなければならない。 

（ 会議の議決 ） 

第１６条 すべての会議の議事は，出席者の過半数で決定する。 

（ 総 会 ） 

第１７条 総会は，本会の最高の議決機関であり，定期総会と臨時総会とし，会長が 

招集する。 

２ 定期総会は４月に開催する。臨時総会は役員会が必要と認めたとき，または，会員 

の１割以上の要求があったとき開催する。 

（ 定足数 ） 

第１８条 総会は本会会員の３分の１以上（委任状の出席可）の出席によって成立する。 

（ 総会の審議事項 ） 

第１９条 総会においては，次の事項を審議し，これを議決する。 

一 年間活動計画および予算の編成 

二 予算の補正 

三 活動および決算報告 

四 役員の選出と委員・顧問・参与の委嘱承認 

五 会則の改正 

六 その他，本会の運営に関する重要な事項 

（ 総会の議長 ） 

第２０条 総会の議長は，出席者の中から，これを選出する。 

（ 議事録 ） 

第２１条 総会の議事については，書記において要点を記載した議事録を作成する。 

議事録の署名人は，そのつど議長が指名する。 

（ 運営委員会 ） 

第２２条 運営委員会は，総会につぐ議決機関とし，役員・委員および顧問・参与をも 

って構成し，会長が招集する。 

（ 運営委員会の審議事項 ） 

第２３条 運営委員会には，次の事項を付議する。 

一 総会において議決された事項の処理に関する事項。 

二 総会において付託された事項の審議とその処理に関する事項。 

三 役員会により付議された事項の審議。 

四 総会に付議する議案の発議 

（ 役員会 ） 

第２４条 役員会は，役員および顧問・参与をもって構成し，会長が招集する。 

（ 役員会の審議事項 ） 

第２５条 役員会には，次の事項を付議する。 

一 総会ならびに委員会により付託された事項の処理。 

二 委員会の付議する議案の発議 

三 総会に付議する議案の発議 

四 その他，関係機関との渉外調整ならびに会務に必要な事項の調整。 
 

 



第５章 会計 
（ 会計年度 ） 

第２６条 本会の会計年度は，４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。 

（ 経 費 ） 

第２７条 本会の活動に要する経費は会費・寄付金およびその他の収入をもってあて

る。 

２ 本会の収入および支出は，すべて歳入歳出予算に編入しなければならない。ただし， 

遠征基金に要する経費は，遠征基金会計とし，別に予算を編成し執行する。 

（ 予算の補正 ） 

第２８条 会長は，役員会に諮り予算の補正をすることができる。ただし，次期総会に 

報告しなければならない。 

（ 帳 簿 ） 

第２９条 会計は現金出納帳その他の帳簿を備え，出納を記入しなければならない。 

（ 使 途 ） 

第３０条 本会の金銭および財産は，第１条の定める目的達成以外に使用することが 

できない。 

（ 監 査 ） 

第３１条 会計は，６ヶ月に１回，または監事の求めにより随時監査を受けなければ 

ならない。 

２ 本会の決算は，会計監査を経て報告し，承認を得なければならない。 

 

 

第６章 補足 
（ 細 則 ） 

第３２条 本会の運営に必要な細則および規定は，役員会に諮って，委員会の議決を経 

て，会員の周知の上定めることができる。 

２ 細則を制定改廃したときは，これを次期総会に報告しなければならない。 

 

 

第７章 会則の改正 
（ 会則の改正 ） 

第３３条 本会則の改正は，総会において出席者の過半数以上の賛成がなければ改正 

することができない。また，改正案は，総会の日より７日前までに会員に知らせなけ 

ればならない。 

 

 

第８章 付則 
第３４条 この会則は，平成２７年 ４月 １日からこれを実施する。 

        改定 平成１９年 ４月２８日 

        改定 平成２６年１２月１７日 

 
 


